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兵庫県南部地震被災寺院へ

⻑期にわたる対応表明 倉信総⻑

御室派定宗

 真⾔宗御室派（倉信隆源宗務総⻑）の第九⼗⼆回前期定期宗会（秋篠隆英議⻑）が⼆⼗四、⼆⼗五の両⽇、京都
市右京区御室⼤内の総本⼭仁和寺（吉⽥裕信⾨跡）内の御室会館で開催され、本⼭、宗派の平成六年度補正予算
案、同七年度予算案など⼗三議案を審議、全議案を原案通り可決・承認した。承認された宗派の平成七年度総予算
は総額⼀億⼀千⼆百六⼗⼀万五千円で、前年度より⼋百⼋⼗四万円の減額。本⼭の同年度総予算は五億三千三百⼆
⼗六万円で、前年度より六千五⼗万円の増額。開会にあたり吉⽥裕信管⻑は兵庫県南部地震の犠牲者に対する追悼
の意を表明するとともに被災した同派寺院への援助を本⼭、宗団挙げて⾏ないたいとした。また、会議の冒頭、倉
信宗務総⻑も⾒舞⾦、義援⾦などをはじめできる限りの対応を⻑期にわたり⾏ないたい旨を明らかにした。

 午前九時すぎから開会式が始まり、兵庫県南部地震の物故者に対する追悼供養を営んだ後、吉⽥管⻑が次のよう
に告諭を述べた。
 「この度の震災の犠牲となった五千四百有余⼈の御霊に、慎んで追悼の意を捧げるとともに、被災に遭った多く
の⽅々にお⾒舞いを申し上げる。
 また、本派寺院も多⼤の被害を受けたとの報告を逐次受けるたびに⼼が痛んでいたが、やっとこの⼗⼋⽇に総⻑
を帯同して兵庫県内⼗⼆ヵ寺のお⾒舞いに参じた。それぞれご住職とお⽬にかかったが、⽣々しい状況を⽬の当た
りにして申し上げる⾔葉もなくただ『頑張って下さい』と申し上げた。
 この上は仏の加護を賜わり⼀⽇も早い復興を願っている。本⼭、宗団も精いっぱいの努⼒をいたす所存なので当
局の対応姿勢を理解してご協⼒をお願いする。
 さて、本⽇は地震で交通事情の悪い中、ご出席いただき感謝している。ことに（被災に遭った）粟⽣議員には万
障お繰り合わせの上ご出席いただいた。⼼中を察するといかばかりかと思う。同じ（神⼾の）⼩⽥議員も出席する
予定であったが、事情ができ、出席できなくなったとの電話があった。両議員の愛宗の意に⼼から敬意を表する。
 倉信内局は昨年五⽉に発⾜以来、着々と宗務の遂⾏に全精⼒を傾け、平安建都千⼆百年記念事業の協賛や、御室
流展を開き、いずれも盛会に終わることができた。また、昨年⼗⼆⽉⼗五⽇には、仁和寺が世界⽂化遺産に登録さ
れるという慶事があった。
 今後も、新制度のもとでの宗団、本⼭として、内局は『時代に即応し得る宗団の確⽴と開かれた仁和寺』の基本
姿勢を掲げて進むのでご認識いただきたい」
 本会議に⼊り、倉信宗務総⻑の施政⽅針演説、堀川和海総務部⻑、⾼松⿓暉教学部⻑、佐伯増恒財務部⻑ら各所
管部⻑の報告と続き、平成六年度補正予算案と平成七年度予算案など⼗⼆議案が⼀括上程され、担当部⻑の議案説
明が⾏なわれた。
 倉信宗務総⻑は施政⽅針演説の中で、兵庫県南部地震の犠牲者、被災者にお⾒舞いと哀悼の意を表明した上で、
地震後直ちに宗務所に対策本部を設置して教学部⻑を中⼼に職員を現地に派遣し、⾒舞いと状況の把握に努めたこ
とを報告。この報告に基づき、同派全寺院並びに華道関係者に対し義援⾦の依頼を⾏なったと述べた。また、倉信
宗務総⻑は「被害の状況に応じて宗費の減免等も考えている」と述べ、⻑期にわたる対応を⾏ないたいとした。
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 堀川総務部⻑は地震に対する同派末寺の被災状況を報告するとともに、末寺と御室流華道関係者から本⼭へ寄せ
られた義援⾦がそれぞれ⼆千百四⼗九万円（四百六⼗五⼒寺）と、百⼗五万円（七⼗件）であると述べた。
 内局から提案された平成七年度宗派総予算案は⼀億⼀千⼆百六⼗⼀万五千円で、前年度より⼋百⼋⼗四万円の減
額。また、本⼭関係総予算案は五億三千三百⼆⼗六万円で、前年度より六千五⼗万円の増額となっている。これは
主に平成六年度の繰越⾦五千五百万円を算⼊したため。
 予算、補正予算案は予算委員会に付託され、原案通り可決・承認された。なお、神⼭諦仁委員⻑は同委員会の審
議の過程で、１華道⾨⼈の増強に努め、収⼊⾯の増収を期待したい２福利厚⽣⾯で寺務所、職員宿舎等の改善に関
し予算的裏付けを伴う計画を考慮されたい３教学に関しては、予算の範囲内で最⼤の効果を⽣み出すよう努⼒され
たい、との意⾒があったことを報告した。
 また、議案第⼗三号の⼤僧正昇補承認の件については、⾼⾕周博圓通寺住職（⾹川⽀所)､⽯原⾼喜實⽣院住職
（備中⽀所)､井上隆基光明寺住職（兵庫⽀所）の三⽒が満場⼀致で⼤僧正への昇補を承認された。
 議案、倉信宗務総⻑の施政⽅針演説及び⼀般質問は初⽇の⼆⼗四⽇に⾏なわれ、室寺成實議員、福嶋保照議員、
⿅野融雅議員、⼊江宥道議員、加藤隆昭議員、上⽥秀宏議員、神⼭諦仁議員、⽩井実道議員、近藤清純議員、佐藤
令宜議員ら⼗議員が、震災の対策、教学の振興策、全末寺院の実収調査に関して倉信内局の具体的な施策を質し
た。
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